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Ⅰ　緒　言
　我が国では，平成13年度から23年度におい
てはスポーツ振興基本計画に基づき，主に成
人の週１回以上の運動実施率を50％以上にす
ることを目標としてきた。また平成24年に策
定されたスポーツ基本計画においては，今後
10年程度を見通した概ね５年後をメドとし
て，成人の週１回以上の運動実施率を65％程
度に向上させようと計画している。
　成人週１回以上の運動実施率は，文部科学
省統計によると，平成21年においては45.3％
に留まり，笹川スポーツ財団調査によると，
平成12年から20年の平均においては52.8％で
あったことが示されている。とくに，北海道
においては，前出の笹川スポーツ財団調査に
よると50.1％であった。これは全国順位によ
ると27位を示し，全国平均には及ばないがや
や低い傾向にあると言える。
　北海道は積雪寒冷地域であり，年間の約３
分の１である４ヶ月の冬季間は運動実施が制
約される。本学周辺北海道江別市においては，
平成24年度における週１回以上の運動実施率
は30.8％と報告されている。北海道のような
積雪寒冷地域においては，身体運動活動量は
減少する傾向が示されており，致し方ないこ
とと言える。
　しかしながら，積雪寒冷地においても，ア
ルペンスキーやクロスカントリースキーに代
表される屋外でのスポーツ活動の実施や，雪
かきなどによる生活必需的な活動が実施され
るため，冬季間の積雪寒冷地域での身体活動
量が著しく減少する訳ではなく，後者には相
当の運動量が確保されるとの報告もある。た
だし，これらの積雪寒冷地における冬季間の
屋外での身体活動は，やはり，用具や道具を
揃えたり，移動手段を考えたりすると，気軽
に出来るものではなく，また生活必需的活動
は決して積極的・能動的な活動であるとは言
えない。
　本学では，平成17年に北方圏生涯スポーツ
研究センターが設置され，平成19年には，総
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合型地域スポーツクラブ（通称：スポルクラ
ブ）が設置された。こうした北方圏における
運動実施率向上や健康増進等を目的に活動が
始まり，研究センターを拠点として毎年５月
から３月までほぼ通年において，さまざまな
プログラムを展開している。会員数も年々
増加し，現在では491名の会員を有している。
これまでも会員の協力によりアンケート調査
や体力測定が数多く行われ，それらが研究成
果として報告されている。
　スポルクラブの会員数は設立後２年目以降
増加傾向（図１）である。また，現在の会員
の居住地分布は（図２）ほとんどが本学周辺
である。しかしながら，会員の年齢層（図３）
に偏りがある。スポルクラブは，大学施設を
拠点として活動することから，学生や研究活
動との兼ね合いもあり，一般的なスポーツク
ラブやフィットネスクラブとは開設時間の違
いや休祝日不開設など，さまざま異なってい
る。総合型地域スポーツクラブであるので，
一般的なスポーツクラブやフィットネスクラ
ブとは異なる訳だが，その中でもさまざまな
運営スタイルがあり，並列的評価は難しい。
スポルクラブにおいては，本学周辺住民の運
動実施率向上については，会員の年齢層の偏
りなど，まだまだ課題が見られる。
　スポルクラブは本学周辺住民の運動実施に
ついて，ある程度寄与できているものである
が，具体的な数値としては明らかにはされて
いなかった。例えば，本学周辺江別市の運動
実施率に貢献したかどうか，あるいは全国の
運動実施率とはどうかという比較については，
国や地方自治体の統計調査が毎年実施される
ことはなく，一部の地域や区域を対象として
比較することは困難であった。
　そこで，本研究では，北方圏の総合型地域
スポーツクラブであるスポルクラブにおい
て，会員の運動実施率がどの程度向上してい
るかを明らかにしようとするものである。国
や自治体が実施する運動実施率との比較は困
難であることから，スポルクラブ会員が，ス
ポルクラブに入会したことによって，どの程
度運動実施につながったかということに焦点
図１．会員数推移（設立時～現在）
図３．男女別年齢分布図２．会員居住地分布
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を当てるものである。
Ⅱ　方　法
　本研究では，現在のスポルクラブに在籍す
る全会員を対象に「運動実施に関する調査」
として平成25年11月にアンケート調査を実施
した。調査内容は表１に示すとおりである。
調査対象者はスポルクラブ全会員491名，回
収数222，回収率45.2％であった。 
 これらの調査結果を元に，具体的には以下
の項目について明らかにするものである。
１．スポルクラブ入会前の運動実施について
２．スポルクラブ入会後の運動実施について
３．スポルクラブ入会前に運動実施がない会
員の入会後の運動実施について
４．スポルクラブ入会前に運動実施がある会
員の入会後の運動実施について
Ⅲ　結果と考察
１．スポルクラブ入会前の運動実施について
　表２は，スポルクラブ入会以前の運動実施
について示したものである。
　スポルクラブ入会前に運動していなかった
割合が最も多く34.6％であった。体育館や公
民館などの体育施設で運動していた割合が次
いで多く31.5％であった。すでにスポーツク
ラブやフィットネスクラブで運動していた割
合は低く10.5％であった。家の周りや公園で
運動していた割合は9.7％であり，そのほか
で運動していた割合は13.6％であった。その
ほかで運動をしていた例としては，テニス，
登山，ゴルフ，スキー等が挙げられた。何ら
か運動をしていた割合を合計すると65.3％で
表１．調査内容
　１．スポルクラブ入会前の運動実施状況
　２．スポルクラブ入会後のスポルクラブ以外での運動実施状況
選択肢
　１．運動実施していない
　２．スポーツクラブやフィットネスクラブ
　３．体育館や公民館などの体育施設
　４．家の周りや公園
　５．そのほか
表２．スポルクラブ入会前の運動実施について
ｎ %
スポルクラブ入会以前に運動をしていない 89 34.6 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 27 10.5 
体育館や公民館などの体育施設 81 31.5 
家の周りや公園 25 9.7 
そのほか 35 13.6 
合計 257 100.0
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あり，多くが運動していたこととなる。
　これらのことから，今回の調査の会員回答
者のうち，89名（回答者のうち34.6％）は入
会前運動をしていなかったことから，運動実
施率向上に確実に貢献していることが明らか
となった。しかし，回答者のうち65.3％が何
らか運動をしていたこととなり，より積極的
な運動者がスポルクラブに入会していたと考
察できる。また，スポーツクラブやフィット
ネスクラブに入会していた割合は10.5％と低
く，体育館や公民館等の体育施設で運動して
いた割合が31.5％であったことから，スポル
クラブの会費設定が比較的安価であることが
入会誘因となったと考察できる。
２．スポルクラブ入会後の運動実施について
　表３は，スポルクラブ入会後の運動実施に
ついて示したものである。
　スポルクラブ入会後スポルクラブ以外で
運動していない割合が最も多く40.6％であっ
た。体育館や公園等の体育施設で運動をし
ている割合は次いで多く22.7％であった。ま
た，家の周りや公園で運動している割合は
16.4％，そのほかが16.0％，スポーツクラブ
やフィットネスクラブ運動している割合は
4.3％であった。
　これらのことから，今回の調査の会員回答
者のうち，家の周りや公園で運動している
割合は２倍弱の16.4％へ増加し，そのほかも
2.4％ではあるが増加しており，スポルクラ
ブに入会したことによって，スポルクラブ以
外での運動実施率も向上したと考察できる。
体育館や公民館などの体育施設で運動してい
る割合が入会前から8.8％減少していること
と，スポーツクラブやフィットネスクラブで
運動している割合が入会前から6.2％減少し
ていたことは，両者ともにスポルクラブへ活
動の場を移行したものと考察できる。
３．スポルクラブ入会前に運動実施がない会
員の入会後の運動実施について
　表４は，スポルクラブ入会前に「運動して
いなかった」会員の入会後のスポルクラブ以
外での運動実施について示したものである。
　スポルクラブ入会前に運動実施がない会員
のうち，スポルクラブ以外では運動してい
ない割合は最も多く68.8％であった。家の周
りや公園で運動実施している割合は16.1％で
あった。
　これらのことから，スポルクラブ入会前に
運動実施がなかった会員は，ほとんどがスポ
ルクラブ以外では運動をしていないものの，
家の周りや公園，そのほか（8.6％），スポー
ツクラブやフィットネスクラブ（3.2％），体
表３．スポルクラブ入会後の運動実施について
ｎ %
入会後スポルクラブ以外で運動していない 104 40.6 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 11 4.3 
体育館や公民館などの体育施設 58 22.7 
家の周りや公園 42 16.4 
そのほか 41 16.0 
合計 256 100.0
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育館や公民館などの体育施設（3.2％）を合
わせると31.1％がスポルクラブ以外でも運動
実施するようになったことが明らかとなり，
入会前に運動実施がなかった会員がスポルク
ラブでの活動を機に，運動実施の範囲が広
がったことが考察できる。また，会員同士の
つながりからスポルクラブ以外での運動実施
の誘因になっていることも推測できる。
４．スポルクラブ入会前に運動実施がある会
員の入会後の運動実施について
　表５，６，７，８，９は，スポルクラブ入会前
に「運動していた」会員の入会後のスポルク
ラブ以外での運動実施について示したもので
ある。
　まず，スポルクラブ入会前に「運動してい
た」会員の入会後のスポルクラブ以外での運
動実施（表５）についてである。
　体育館や公民館などの体育施設で運動して
いる割合が最も多く33.5％であり，次いでス
ポルクラブ以外では運動していない割合が
24.8％であった。そして，そのほかの割合が
20.5％であった。
　体育館や公民館などの体育施設で運動して
いる割合は，前出（表２），入会前の運動実施
と合わせてみると，入会前に体育館や公民館
などの体育施設で運動していた31.5％より，割
合がやや上回る結果となり，また，前出（表
４），入会前に運動していなかった会員が入会
後体育館や公民館などの体育施設で運動して
いる3.2％を合わせた割合とほぼ同じなった。
　次に，スポルクラブ入会前に運動をしてい
た項目別に入会後の運動実施状況を分析して
みた。
　表６は，スポルクラブ入会前に「スポーツ
クラブやフィットネスクラブ」で運動してい
表４．スポルクラブ入会前に「運動していなかった」会員の入会後のスポルクラブ以外での運
動実施について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 64 68.8 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 3 3.2 
体育館や公民館などの体育施設 3 3.2 
家の周りや公園 15 16.1 
そのほか 8 8.6 
合計 93 100.0 
表５．スポルクラブ入会前に「運動していた」会員の入会後のスポルクラブ以外での運動実施
について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 40 24.8 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 7 4.3 
体育館や公民館などの体育施設 54 33.5 
家の周りや公園 27 16.8 
そのほか 33 20.5 
合計 161 100.0 
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表６．スポルクラブ入会前に「スポーツクラブ・フィットネスクラブ」で運動していた会員の
入会後のスポルクラブ以外での運動実施について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 11 33.3 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 6 18.2 
体育館や公民館などの体育施設 6 18.2 
家の周りや公園 5 15.2 
そのほか 5 15.2 
合計 33 100.0 
表７．スポルクラブ入会前に「体育館や公民館などの体育施設」で運動していた会員の入会後
のスポルクラブ以外での運動実施について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 21 27.3 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 1 1.3 
体育館や公民館などの体育施設 46 59.7 
家の周りや公園 6 7.8 
そのほか 3 3.9 
合計 77 100.0 
表８．スポルクラブ入会前に「家の周りや公園」で運動していた会員の入会後のスポルクラブ
以外での運動実施について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 2 10.0 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 0 0.0 
体育館や公民館などの体育施設 1 5.0 
家の周りや公園 14 70.0 
そのほか 3 15.0 
合計 20 100.0 
表９．スポルクラブ入会前に「そのほか」で運動していた会員の入会後のスポルクラブ以外で
の運動実施について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 6 20.7 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 0 0.0 
体育館や公民館などの体育施設 1 3.4 
家の周りや公園 1 3.4 
そのほか 21 72.4 
合計 29 100.0
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た会員の入会後のスポルクラブ以外での運動
実施について示したものである。
　スポルクラブ以外では運動していない割合
が最も多く33.3％であった。スポーツクラブ
やフィットネスクラブで運動している割合は
18.2％であり，パーセンテージは入会前（表
２）より増加しているが母数が異なり，実数
では26から７へ減少していた。
　表７は，スポルクラブ入会前に「体育館や
公民館などの体育施設」で運動していた会員
の入会後のスポルクラブ以外での運動実施に
ついて示したものである。
　体育館や公民館等の体育施設で運動してい
る割合は59.7％であった。パーセンテージは
入会前（表２）に体育館や公民館などの体育
施設で運動していた割合31.5％より増加して
いるが母数が異なり，実数では81から46へ約
半減している。
　表８は，スポルクラブ入会前に「家の周り
や公園」で運動していた会員の入会後のスポ
ルクラブ以外での運動実施について示したも
のである。
　家の周りや公園で運動している割合は
70.0％であった。パーセンテージは入会前（表
２）より増加しているが母数が異なり，実数
では25から14へ約半減していた。
　表９は，スポルクラブ入会前に「そのほか」
で運動していた会員の入会後のスポルクラブ
以外での運動実施について示したものである。
　そのほかで運動している割合が最も多く
72.4％であった。パーセンテージは入会前（表
２）より増加しているが母数が異なり，実数
では35から21へ減少している。
　これらのことから，スポルクラブ入会後は，
入会前に実施していた運動を続けているもの
の，それぞれの半数程度はスポルクラブでの
運動に切り替えている傾向が見られた。とく
に入会前にスポーツクラブやフィットネスク
ラブで運動していた会員は，スポルクラブ入
会後多くがスポーツクラブやフィットネスク
ラブから移行しことが明らかとなり，費用負
担が大きいほど，スポルクラブに移行してい
ると考察できる。
まとめ
　本研究では，北方圏における総合型地域ス
ポーツクラブ会員の運動実施率について，本
学スポルクラブ会員を対象に調査した結果以
下のことが明らかとなった。
１．スポルクラブ入会前の運動実施について
　スポルクラブ入会前の運動実施について
は，今回の調査の会員回答者のうち，89名（回
答者のうち34.6％）は入会前運動をしていな
かったことから，運動実施率向上に確実に貢
献していることが明らかとなった。 
２．スポルクラブ入会後の運動実施について
　スポルクラブ入会後の運動実施について
は，今回の調査の会員回答者のうち，家の
回りや公園で運動している割合は２倍弱の
16.4％へ増加し，そのほかも2.4％ではあるが
増加しており，スポルクラブに入会したこと
によって，スポルクラブ以外での運動実施率
も向上したことが明らかとなった。
３．スポルクラブ入会前に運動実施がない会
員の入会後の運動実施について
　スポルクラブ入会前に運動実施がない会員
の入会後の運動実施については，ほとんどが
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スポルクラブ以外では運動をしていないもの
の，家の周りや公園，そのほか（8.6％），ス
ポーツクラブやフィットネスクラブ（3.2％），
体育館や公民館などの体育施設（3.2％）を
合わせると31.1％がスポルクラブ以外でも運
動実施するようになったことが明らかとな
り，入会前に運動実施がなかった会員がスポ
ルクラブでの活動を機に，運動実施の範囲が
広がったことが明らかとなった。
４．スポルクラブ入会前に運動実施がある会
員の入会後の運動実施について
　スポルクラブ入会前に運動実施がある会員
の入会後の運動実施については，入会前に実
施していた運動を続けているものの，それぞ
れの半数程度はスポルクラブでの運動に切り
替えている傾向が明らかとなった。とくに入
会前にスポーツクラブやフィットネスクラブ
で運動していた会員は，スポルクラブ入会後
多くがスポーツクラブやフィットネスクラブ
から移行しことが明らかとなり，費用負担が
大きいほど，スポルクラブに移行しているこ
とが明らかとなった。
付　記
　本研究は，平成25年度北方圏生涯スポーツ
研究センター研究費の助成を受けて実施され
たものである。
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